
令和 7年度 体育科 授業改善推進プラン 

大田区立馬込小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・楽しく技能が定着できるようにミニゲームやミニ競争などを取り入れることができた。 

 ・ＩＣＴ機器を活用し、正しい動きを細かなところまで確認したり、自分の動きを振り返ったりして、改

善につなげていくことができた。 

 ・校舎増築工事が完了し、校庭が制限なく使えるようになり、運動に適した場を設定することができた。 

（２） 課題 

 ・児童の運動能力の差が大きい。 

 ・スポーツの経験や関心に差が見られ、競技のルールや規則についての知識がない児童が多い。 

・準備運動や用具の準備、運動のルール理解に時間が掛かり、運動量の確保ができていなかった。 

 ・暑さや校舎増築工事等による制限によって、十分な運動環境が確保できない期間があった。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

・低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・運動遊びの楽しさに触れるため

に、様々な遊びを行い、経験す

ることを増やす。 

・運動遊びの行い方を知るため

に、動画を見たり、お手本の動

きを見たりする機会を設ける。 

・考えたことを友達に話す時間を

作り、互いの考えを伝える機会

を作る。 

・友達の考えたことや気付きを聞

いたり、友達の動きを見て感想

を伝えたりする機会を確保す

る。 

・準備、片付けの仕方や安全面の

配慮の徹底を心掛け、実際に教

師が見せる。 

・運動遊びをする際、順番や規律

を守り、友達と協力して活動が

できる場の工夫をする。 

 

・中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・動画を活用したり、お手本を示

したりしながら、運動のポイン

トを全員が知るようにする。 

・楽しみながら技能を習得してい

けるよう、主運動につながる感

覚づくりを取り入れ、動きを高

めていくようにする。 

・友達の動きを見て、気付いたこ

とを伝え合ったり、教え合った

りする時間を確保する。 

・学習カードを活用し、具体的に

課題を考えたり、課題を解決す

るために必要なことを考えた

りできるようにする。 

・授業規律を共通理解させ、準備

や片付けの役割をはっきりと

決め、協力して取り組めるよう

にする。 

・実態に合った「めあて」を毎授

業設定し、運動にすすんで取り

組むことができるようにする。 

 

・高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・スモールステップで学習過程を

計画し、個に応じた指導をす

る。 

・「する、みる、支える、知る」

の４つの柱の中で、「みる、知

る」の部分を増やすため、参考

動画などを見せるようにする。 

・楽しく技能が定着できるように

ミニゲームやミニ競争などを

取り入れる。 

・チーム学習を取り入れ、ポイン

トなどを伝え合い、児童同士で

良い動きの習得をしやすくす

る。 

・友達と教え合ったり協力したり

する活動を授業の中で取り入

れる。 

・学習カードを活用し、より良い

動きやチームの作戦について

考えられるようにする。 

・授業規律を徹底し、準備や片付

けを素早く行わせることで、運

動量の確保をする。 

・導入の時間に安全面の指導を行

い、児童の安全面への意識を高

める。 

・毎時間の授業の「めあて」を明

確にし、運動に積極的に取り組

ませる。 

 


